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’　
　
【
要
約
】
　
い
わ
ゆ
る
両
極
両
都
閥
港
土
市
延
期
交
渉
の
為
、
竹
内
保
徳
を
正
使
と
す
る
一
行
が
、
文
久
元
年
～
二
年
（
μ
。
。
露
～
Φ
ω
）
に
わ
た
り
、
欧
州
六
箇

　
醐
に
派
遺
さ
れ
た
。
こ
の
一
行
は
、
そ
れ
が
鎖
国
の
あ
と
最
初
の
寒
行
で
あ
り
、
か
つ
当
時
日
本
と
の
間
に
最
も
外
交
上
問
題
の
多
か
っ
た
英
・
仏
・
露
（
樺

　
太
定
境
の
句
論
も
あ
る
。
）
へ
使
す
る
こ
と
か
ら
し
て
、
各
国
事
情
の
偵
探
が
、
ま
た
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
。
組
頭
柴
田
剛
中
の
田
記
に
よ
れ
ば
、
金
行
程

　
は
、
e
、
往
路
、
⇔
、
五
箇
圏
巡
行
、
⇔
、
普
仏
再
渡
、
㈲
、
復
路
に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
O
を
紹
介
す
る
。
江
戸
圏
発
（
十
二
月
二
十
二
蹟
）
後
最
初

　
の
外
地
香
港
に
は
、
事
情
探
索
に
一
週
闘
の
滞
在
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
当
晦
の
米
爾
の
南
北
戦
争
の
影
響
が
あ
っ
た
。
以
後
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
太
平

　
天
国
の
乱
を
探
る
。
）
を
は
じ
め
、
英
ア
ジ
ア
政
策
上
の
要
点
を
辿
り
、
　
エ
ジ
プ
ト
（
ト
ル
コ
領
）
を
経
て
、
　
マ
ル
セ
ー
ユ
に
無
人
（
三
月
五
臼
）
し
て
い

　
る
が
、
エ
ジ
プ
ト
お
よ
び
マ
ル
タ
で
は
「
仏
器
先
後
渡
」
の
紛
糾
が
起
つ
た
。
こ
れ
等
実
際
の
体
験
に
よ
り
、
一
行
の
國
際
感
覚
は
大
い
に
高
め
ら
れ
た
。

　
　
昭
和
三
十
六
年
春
、
私
は
縁
故
か
ら
若
干
の
文
需
を
借
読
す
る
こ
と
と
な
　
　
　
　
同
　
　
三
　
従
戌
十
一
月
十
五
日
　
帰
航
　
欧
冊
帰
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
紙
数
四
二
枚
〕

　
つ
た
。
そ
れ
が
柴
田
譲
太
郎
早
行
の
際
の
日
記
で
あ
る
。
一
Q
。
b
糎
×
嵩
●
q
糎
　
　
　
　
　
　
　
　
品
等
三
月
晦
．
　
　
　
京
阪
地
旅
行

　
の
大
き
さ
で
、
毎
頁
十
行
（
淡
青
色
縦
黙
）
に
、
大
凡
一
行
四
十
字
の
毛
筆

細
字
が
記
さ
れ
た
和
諏
磁
本
一
二
部
で
あ
る
。

多
少
の
虫
損
が
み
ら
れ
る
。

擬
載
　
一

同
　
　
二

従
文
久
酉
十
二
月
甘
二
田

棄
成
六
月
五
日

従
成
六
日
〃
六
日

草
岡
十
一
月
十
四
R
【

各
々
岡
じ
淡
褐
色
の
表
紙
を
付
し
、

墾堅李罫二言藁i争ミ≡仏

〔
紙
数
一
〇
八
枚
〕

生
仏
再
渡

葡
　
〔
紙
数
一
〇
〇
枚
〕

帰
航

騨

　
文
久
元
年
三
月
二
十
四
臼
（
回
O
Q
勲
・
頓
●
ω
）
、
徳
用
幕
府
は
、
あ
た
か
も
同
月

あ
ぢ
た
に
外
国
奉
行
を
兼
任
し
た
ば
か
り
の
勘
定
奉
行
竹
内
保
徳
（
下
野
守
）

に
対
し
、
欧
州
四
国
（
仏
英
蘭
魯
）
派
遣
を
命
じ
た
。
す
な
わ
ち
安
政
七
年
～

万
延
死
期
（
6
0
・
2
・
4
～
1
1
・
9
）
の
使
簸
二
見
正
興
（
豊
前
守
）
等
お
よ

び
軍
艦
威
臨
丸
の
米
躍
派
遣
に
続
い
て
、
使
鱗
欧
行
最
初
の
も
の
で
あ
っ
て
、

79　（909）



今
日
を
去
る
ま
さ
に
一
世
紀
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
欧
行
の
公
私
顛
末
に
つ

い
て
は
、
外
務
省
の
諸
資
料
の
ほ
か
、
一
行
の
随
員
若
干
の
者
の
記
が
知
ら
れ

て
い
る
。
　
即
ち
、
西
航
記
（
福
沢
諭
吉
）
、
遣
欧
使
節
航
海
日
録
（
野
沢
伊
久

太
－
副
使
松
平
康
直
従
者
）
、
尾
蝿
欧
行
漫
録
（
市
川
渡
　
　
同
上
）
、
欧
西

紀
行
（
高
嶋
祐
啓
）
な
ど
で
大
略
の
全
行
程
が
、
又
福
沢
の
自
伝
や
多
く
の
随

筆
、
書
簡
類
や
福
地
源
一
郎
（
桜
痴
）
の
諸
蘭
月
な
ど
比
較
的
多
く
の
断
酬
片
的
記

述
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
が
鏡
わ
れ
得
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
記
述
乃
至
所

論
に
は
い
ず
れ
も
参
差
が
あ
り
、
彼
等
の
一
行
中
に
占
め
た
身
分
的
立
場
な
ど

か
ら
し
て
も
、
必
ず
し
も
行
動
の
全
般
を
示
す
に
至
ら
な
い
。
こ
こ
に
随
員
首

席
と
し
て
使
節
を
補
佐
し
た
柴
田
貞
太
郎
剛
中
の
日
常
を
紹
介
し
、
こ
れ
を
中

心
と
し
て
更
に
こ
の
幕
末
最
初
の
欧
州
行
を
明
ら
め
た
い
と
考
え
る
。

　
柴
田
野
中
は
、
号
五
悪
、
通
称
貞
太
郎
。
父
良
通
（
徒
目
付
）
の
長
子
と
し

て
文
政
六
年
一
月
十
七
日
（
H
Q
。
卜
⊃
ω
）
江
戸
小
石
川
に
生
ま
れ
た
。
十
歳
の
時
早

死
し
、
天
保
十
三
年
徒
目
付
と
な
る
。
嘉
永
六
年
勘
定
と
し
て
評
定
所
勤
務
、

安
政
元
年
評
定
所
留
役
助
、
翌
年
四
月
同
留
役
に
累
進
し
、
用
扶
持
二
十
人
扶

持
で
あ
っ
た
。
安
政
五
年
八
月
出
張
先
野
州
よ
り
鞍
掛
（
中
帰
）
の
際
身
分
進

転
の
内
談
が
あ
り
、
九
月
十
六
日
竹
内
保
徳
と
会
談
し
て
い
る
。
同
月
二
十
五

日
外
国
奉
行
支
配
組
頭
と
な
り
、
高
、
役
料
と
も
五
百
俵
を
給
せ
ら
れ
、
江
戸

～
神
奈
川
を
往
復
、
特
に
神
奈
川
開
港
（
安
政
六
年
六
月
二
日
開
港
。
）
に
っ

　　　柴田貞太郎剛中

第一回欧行時，オランダにて撮

影（部分複写）

い
て
勤
労
し
て
い
る
。
以
後
頻
繁
化
し
た
欧
米
外
交
官
吏
と
の
交
渉
、
外
人
殺

傷
事
件
の
処
理
や
貨
幣
免
換
問
題
解
決
に
努
め
、
い
わ
ば
外
交
の
第
一
線
に
あ

っ
た
。
文
久
元
年
正
月
布
衣
仰
付
け
ら
れ
百
俵
を
加
増
さ
れ
た
。
な
お
上
行
の

後
は
、
帰
着
直
後
に
外
国
奉
行
並
（
場
所
高
千
石
）
に
昇
任
、
文
久
三
年
十
一

月
外
国
奉
行
と
し
て
箱
館
に
在
勤
し
、
十
二
月
諸
大
夫
と
な
っ
た
。
そ
し
て
慶

応
元
年
閏
五
月
に
は
製
鉄
所
建
設
（
並
び
に
軍
制
調
査
）
の
た
め
、
正
使
と
し

て
再
度
仏
英
に
派
遣
さ
れ
同
年
十
一
月
末
帰
朝
し
て
い
る
。
三
年
大
坂
町
奉
行

外
国
奉
行
兼
帯
仰
付
け
ら
れ
、
つ
い
で
七
月
兵
庫
奉
行
（
大
坂
町
奉
行
外
国
奉

行
兼
帯
）
と
し
て
兵
庫
開
港
や
大
坂
居
留
地
御
用
の
任
に
あ
た
っ
た
。
慶
応
四

年
正
月
御
役
御
免
、
四
月
依
願
隠
居
の
後
は
上
総
国
へ
退
休
、
明
治
新
政
府
に

は
出
仕
せ
ず
。
し
か
し
な
が
ら
新
政
府
の
外
交
関
係
に
つ
き
諮
問
を
受
け
屡
々

上
京
、
東
京
淡
路
町
に
寓
居
を
購
入
し
、
結
局
こ
こ
で
明
治
十
年
八
月
二
十
四
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『柴田剛中欧行日載」より（濟塚）

（批准交換時期）
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3（万延元・六・十七）

　　　　十二・十四）

　　　年　　　表

（相手国）　　　　（謁印）

　米、　修好通商条約

　i墨1　　修好通商航海条約

　　　　修好通商条約

　英　　詞　上

　仏　　同　上
　葡　　岡　上

普（プロシア）修好逓商航海条約

日
死
去
し
て
い
る
。
時
に
五
十
五
歳
で
あ

っ
た
。
な
お
後
に
記
す
る
永
持
五
郎
次
は
、

剛
中
次
弟
亨
次
郎
（
永
持
家
を
継
ぐ
。
長

崎
伝
習
生
の
一
人
で
あ
り
、
後
に
御
日
付

介
と
な
っ
た
。
）
の
子
で
あ
る
。

二

　
使
節
の
陰
的
の
第
一
は
、
い
わ
ゆ
る
両

港
両
都
開
港
各
条
延
期
交
渉
で
あ
っ
た
。

年
表
に
知
る
如
く
、
勅
許
を
ま
た
ず
締
結

さ
れ
た
日
米
条
約
以
後
、
踵
を
接
し
て
締

結
さ
れ
た
各
属
と
の
条
約
中
に
、
5
9
・

7
・
1
（
安
政
六
年
六
月
二
日
）
開
港
の

長
崎
・
箱
館
・
神
奈
川
三
港
の
外
に
、
予

定
期
田
6
0
・
1
。
1
（
但
し
、
5
9
・
／
1
。

18

`
1
9
に
開
港
延
期
を
五
簡
国
へ
通
告
あ

り
。
）
　
の
新
潟
、
6
3
・
1
・
／
の
兵
庫
二

港
の
開
港
と
、
同
じ
く
6
2
・
1
・
1
の
江

戸
、
6
3
・
1
・
1
の
大
坂
両
都
外
人
在
留

許
可
の
条
項
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

当
時
の
情
勢
は
到
底
こ
れ
ら
を
腹
行
し
得
ぬ
も
の
が
あ
り
、
国
内
鎖
撰
熱
の
識

烈
さ
は
、
安
政
六
年
の
露
人
殺
傷
以
後
万
延
元
年
の
米
公
使
館
通
弁
官
ヒ
ユ
ー

ス
ケ
ソ
殺
害
ま
で
、
　
一
年
四
か
月
余
に
六
の
不
祥
事
を
数
え
、
　
さ
ら
に
6
1
・

7
・
5
（
文
久
元
年
五
月
二
＋
羅
臼
。
使
節
派
遣
決
定
後
。
）
　
に
は
英
圏
仮
公

使
館
品
川
東
禅
寺
襲
撃
事
件
ま
で
，
惹
起
せ
し
め
て
い
る
。
閥
老
安
藤
対
馬
守
信

行
は
こ
こ
に
延
期
の
策
を
た
て
、
　
英
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
　
（
菊
諮
夢
①
賎
○
銭

ヒ
o
O
o
5
と
6
0
・
8
・
7
（
万
延
元
年
六
月
二
十
一
日
）
接
触
し
、
ま
た
仏
、

米
公
使
と
も
談
判
を
開
い
た
。
各
国
公
使
も
ま
た
事
情
や
む
を
得
ず
と
し
て
、

必
ず
し
も
延
期
を
不
可
と
し
な
か
っ
た
が
、
各
本
国
政
府
へ
幕
府
の
要
求
を
伝

達
し
た
。
以
後
対
馬
守
は
ナ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
力
に
よ
り
延
期
の
敵
意
を
得
よ
う

と
し
た
が
、
覇
公
使
は
仏
公
使
ド
・
ベ
ル
ク
ー
ル
（
山
○
　
ご
ヴ
〇
一
一
〇
〇
〇
償
H
廿
）
と
は
か

り
、
幕
府
に
対
し
て
、
新
晃
正
興
、
村
垣
範
正
等
の
遣
米
使
節
の
例
か
ら
し
て

も
、
日
本
政
府
は
よ
ろ
し
く
そ
の
十
二
を
使
節
に
任
じ
て
欧
州
の
締
幼
皿
諸
…
国
に

対
し
璃
闘
の
礼
を
行
5
べ
き
を
論
じ
、
使
節
旅
行
の
便
は
米
国
の
先
例
（
送
迎

艦
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
）
に
な
ら
い
、
英
仏
両
国
に
お
い
て
瀬
戸
す
る
こ
と
、
而
し

て
使
節
に
よ
り
、
直
接
昏
国
致
府
に
対
し
て
延
期
を
請
う
な
ら
ば
、
或
い
は
応

諾
も
あ
る
べ
き
か
の
こ
と
を
申
し
入
れ
た
。
こ
の
意
児
に
従
い
対
馬
守
は
、
使

節
派
遣
を
閣
議
に
提
出
し
、
断
然
こ
れ
を
決
定
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
右
の
こ
と
が
目
的
で
あ
る
が
、
最
初
の
欧
行
の
こ
と
と
て
、
訪
閏
各
国
、
お

よ
び
行
管
全
般
に
わ
た
っ
て
の
、
貧
慾
な
ま
で
の
事
梼
探
索
が
実
は
大
き
な
目
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麟
と
な
っ
て
い
る
。
極
東
を
舞
台
と
し
て
角
逐
烈
し
い
英
仏
両
圏
、
さ
ら
に
ク

リ
ミ
ヤ
戦
役
終
結
（
5
6
・
3
・
2
0
。
パ
リ
平
和
条
約
。
）
後
、
策
方
指
向
の
度

を
強
め
た
露
の
三
国
に
入
る
こ
と
は
、
　
「
対
外
地
位
に
お
い
て
、
危
機
一
髪
の

間
に
あ
る
」
　
（
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
）
臼
本
の
最
近
の
前
途
に
対
し
て
、
そ
の
見
聞

実
証
に
よ
る
判
断
が
い
か
に
重
大
な
影
響
を
持
つ
か
は
、
一
行
の
大
部
分
が
外

国
奉
行
所
勤
務
と
し
て
在
る
だ
け
に
、
深
刻
に
銘
肝
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
を

い
れ
な
い
。
ま
た
薩
摩
、
長
州
を
は
じ
め
と
す
る
諸
藩
よ
り
の
参
加
春
も
、
国

内
で
の
立
場
の
相
違
は
別
と
し
て
、
同
じ
覚
悟
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明

ら
か
に
察
せ
ら
れ
る
。
福
翁
塗
輿
に
も
「
何
で
も
有
ら
ん
限
り
の
物
を
見
や
う

と
計
り
し
て
い
る
。
」
の
言
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
派
遣
風
的
の
一
つ
に
、
い
わ
ゆ
る
忌
地
境
界
治
定
の
問
題
が
あ

る
。
5
2
・
8
・
9
の
露
船
メ
ソ
チ
コ
フ
号
下
田
入
津
以
後
、
翌
年
使
節
プ
ー
チ

ャ
チ
ン
が
艦
隊
を
率
い
て
長
崎
へ
来
航
し
、
5
4
・
1
、
再
来
に
は
、
は
や
く
も

幕
府
応
接
掛
筒
井
政
憲
、
…
月
賦
聖
漠
と
の
聞
に
、
定
境
に
関
し
交
渉
を
始
め
て

い
る
。
こ
の
降
は
、
逓
詞
森
山
多
吉
郎
の
機
敏
な
行
動
も
あ
り
、
決
定
に
到
ら

ぬ
ま
ま
退
去
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
長
崎
ふ
箱
館
、
大
坂
、
下
田
と
頻
り
に
来

航
し
、
5
5
・
2
・
7
（
安
政
元
年
九
月
十
八
日
）
、
下
田
に
お
い
て
二
か
月
余

の
交
渉
の
後
、
幕
府
は
露
寒
と
の
間
に
和
親
条
約
を
締
結
し
た
。
　
（
批
准
交
換
、

56

E
1
2
・
7
）
。

　
　
今
よ
り
後
田
揖
本
務
と
魯
西
亜
鷹
と
の
境
「
エ
ト
ロ
ブ
」
島
と
「
ウ
ル
ッ

　
プ
」
島
と
の
問
に
在
る
へ
し
「
エ
ト
ロ
ブ
偏
全
島
は
臼
本
に
、
属
し
「
ウ
ル
ッ

　
プ
」
全
島
夫
よ
り
北
の
方
「
ク
リ
ル
偏
諸
島
は
魯
瞬
間
に
属
す
輪
廓
ラ
フ
ト
」

　
島
に
至
り
て
は
日
本
国
と
魯
西
亜
麟
と
の
間
に
於
て
界
を
分
た
す
是
迄
仕
来

　
の
通
だ
る
へ
し

は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
ろ
う
。
こ
の
樺
太
を
、
両
函
人
雑
居
の
地
と
し
て
残

し
た
点
を
、
再
び
問
題
に
し
た
の
が
、
6
1
・
9
・
2
4
、
露
艦
隊
司
令
長
宮
リ
ガ

チ
ョ
フ
、
お
よ
び
領
事
ゴ
ス
ケ
ヴ
イ
ッ
チ
と
、
幕
府
籍
館
奉
行
と
の
会
談
で
あ

る
。
ク
リ
ミ
ヤ
戦
役
終
結
後
、
岡
年
使
節
ポ
シ
ェ
ッ
ト
、
翌
年
、
翌
々
年
の
プ

…
チ
ャ
チ
ン
来
航
と
棺
前
後
し
て
、
先
年
の
例
を
踏
む
か
の
如
く
に
、
樺
太
久

春
内
に
露
人
二
十
数
名
が
渡
来
し
、
永
住
の
計
を
な
し
て
い
る
。
修
好
通
商
条

約
締
結
以
後
、
露
東
部
シ
ベ
リ
ア
総
督
ム
ラ
ヴ
ィ
ヨ
フ
の
来
航
と
、
前
記
臨
殺

事
件
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
就
中
露
払
ポ
サ
ド
ニ
ッ
ク
丹
等
の
対
馬
占
領
の
企
図

は
、
遣
欧
使
節
決
定
時
期
で
の
最
も
．
憂
慮
さ
れ
た
問
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
使

節
の
正
使
と
し
て
、
竹
内
保
徳
が
任
命
さ
れ
た
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。

　
竹
内
保
徳
（
瞬
o
Q
O
①
～
　
）
　
通
称
清
太
郎
。
父
を
後
継
し
て
幕
府
勘
定
方
に

　
　
出
仕
し
、
p
興
搬
進
し
て
級
．
頭
よ
り
吟
味
役
と
な
る
。
安
政
元
年
、
箱
館
奉
行

　
　
所
の
再
置
と
と
も
に
、
奉
行
に
任
じ
た
。
樺
太
定
界
問
題
に
は
、
当
時
よ

　
　
り
、
北
緯
五
十
度
線
を
も
つ
て
す
る
こ
と
を
幕
府
に
建
議
し
て
い
る
。
文

　
　
久
元
年
正
月
鋤
定
奉
行
、
三
月
外
罵
奉
行
を
兼
任
し
た
。

　
竹
内
任
命
後
日
な
ら
ず
し
て
、
対
馬
で
は
、
ポ
サ
ド
ニ
ッ
ク
考
棄
員
と
対
州

藩
艮
農
丘
ハ
と
の
衝
突
、
建
築
卸
物
造
営
、
土
地
割
舳
讃
要
求
な
ど
が
あ
り
、
幕
府
…
は
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小
菓
忠
順
を
派
し
て
折
衝
し
た
が
、
不
得
要
領
の
ま
ま
帰
解
す
る
有
様
で
あ
っ

た
。
拙
粗
局
、
領
野
馴
．
コ
ス
ケ
ヴ
イ
ッ
チ
と
の
論
父
渉
に
よ
り
、
ポ
サ
ド
ニ
ッ
ク
鷺
布
鰭
…

長
ビ
リ
レ
フ
の
独
断
専
行
と
決
ま
っ
た
が
、
更
に
そ
の
退
去
を
見
る
に
は
、
英

提
督
ホ
ー
プ
中
将
の
率
い
る
艦
隊
の
出
動
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
（
な

お
、
英
敵
駄
陥
隊
繍
動
に
は
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
、
ホ
ー
プ
、
お
よ
び
串
曾
港
知
喜
ロ
ビ

ン
ソ
ン
と
の
会
談
に
お
い
て
、
京
都
の
反
対
最
も
甚
し
い
兵
庫
に
代
え
て
、
公

使
が
対
州
の
翻
港
を
肴
望
す
る
状
勢
を
看
て
と
り
、
そ
の
開
港
の
気
勢
を
示
し

て
、
露
艦
退
去
談
判
に
助
力
を
求
め
た
閣
老
安
藤
対
馬
守
の
苦
心
が
あ
っ
た
。
）

嗣
年
9
・
2
9
、
露
艦
対
馬
を
去
り
、
　
一
応
平
穏
と
な
っ
た
も
の
の
、
　
一
方
で
は
、

箱
館
奉
行
班
よ
り
派
出
し
た
水
野
正
太
夫
等
の
、
露
領
貿
易
お
よ
び
国
情
調
査

（
9
・
1
3
帰
還
）
の
報
告
も
入
り
、
幕
府
は
1
1
・
1
5
、
竹
内
保
憲
等
に
樺
太
国

境
を
北
緯
五
十
度
と
な
す
べ
く
訓
導
し
て
い
る
。

　
隣
的
の
い
ま
一
つ
に
は
洋
書
籍
の
購
入
と
と
も
に
、
機
械
購
入
の
こ
と
が
あ

っ
た
。
英
国
滞
在
中
に
使
節
一
行
を
追
及
し
て
き
た
、
前
記
森
山
等
の
持
参
し

た
御
堀
状
中
に
、
長
崎
稲
佐
に
お
い
て
蘭
人
の
手
で
建
設
さ
れ
た
製
鉄
所
に
必

要
な
製
鉄
（
工
作
）
機
械
購
入
書
引
替
分
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
蘭
．
到
着

の
直
後
か
ら
、
製
造
会
社
側
の
熱
心
な
働
き
か
け
の
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
結

局
、
蘭
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
所
在
の
会
社
に
、
注
文
を
発
し
て
い
る
こ
と
と
共
に
そ

の
証
で
あ
ろ
う
。

　
プ
ロ
シ
ア
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
の
使
節
派
遣
は
、
当
初
は
予
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
晶
削
記
の
年
表
で
知
る
よ
う
に
、
批
潅
書
交
換
が
恐
ら
く
理
由
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
四
月
二
十
六
日
に
、
柴
田
は
「
李
葡
両
国
使
節
有
無
」

の
建
白
案
を
草
し
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
後
に
追
加
さ
れ
、
合
計
六
畜
国
へ
派

遣
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三

　
文
久
元
年
四
月
一
日
、
柴
田
は
外
国
行
御
期
取
扱
を
命
ぜ
ら
れ
、
以
後
同
人

組
下
を
中
心
に
し
て
、
自
薦
他
薦
の
志
願
者
が
続
出
す
る
う
ち
を
人
選
が
す
す

め
ら
れ
た
。
此
の
間
に
は
、
東
禅
寺
事
件
の
発
生
も
あ
り
、
又
、
対
馬
を
め
ぐ

っ
て
の
緊
張
や
、
小
笠
原
諸
島
再
渡
開
拓
の
た
め
、
外
国
奉
行
水
野
忠
徳
（
筑

後
守
）
等
の
出
発
（
威
臨
丸
に
よ
る
。
）
な
ど
が
あ
っ
た
。

正
使
　
竹
内
下
野
守
保
徳

　
　
　
　
外
三
奉
行
兼
勘
室
二
心

副
使

松
平
石
見
守
康
直
（
棚
倉
藩
主
）

　
外
翻
奉
行
簸
神
孫
州
奉
行

従
者
　
高
間
応
輔

　
　
　
長
尾
条
助

従
者
　
野
沢
郁
太
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羅
付
　
京
極
能
登
守
鳥
朗
（
丸
亀
藩
主
）

紐
頭

柴
田
頁
太
郎

外
捌
奉
行
亥
醒
組
頭
駈
衣

勘
定

勘
定
格
徒
興
付

医
師

調
役
並

普
請
役

定
役
元
締
助

定
役

定
役
人
通
詞

同同
心

、
小
人
目
付

同

市
用
渡

従
潜
　
岩
崎
豊
太
夫

　
　
　
黒
沢
新
左
衛
門

　
　
　
従
者
　
右
翼
五
郎
次

日
高
圭
三
郎

福
田
作
太
郎

高
嶋
祐
啓
①

水
晶
楽
太
郎

岡
崎
藤
左
循
門

益
頭
駿
次
郎

上
欝
友
輔

森
冨
太
郎

編
地
源
一
郎
②

立
　
広
作

斉
藤
大
之
進
③

高
松
彦
三
郎

山
田
八
郎

逓
詞

傭
通
詞

傭
翻
訳
方
兼
医
師

同傭
医
師

役
々
召
連
考
兼
賄
方

太
田
源
三
郎
④

福
沢
諭
吉
　
　
（
中
津
藩
）
⑤

箕
作
秋
坪
　
　
（
灘
山
藩
）
④

松
木
弘
隔
女
　
（
薩
摩
藻
…
）
⑦

川
崎
道
民
　
　
（
蓮
池
藩
）

佐
野
哲
輔

杉
　
徳
輔

石
黒
貫
二

岡
鹿
之
助

原
　
覚
蔵

佐
藤
恒
蔵

　
璽
兵
衛
⑩

（
加
賀
藩
）

（
長
州
藩
）
⑧

（
肥
前
藩
）
⑨

（
肥
前
藩
）

（
阿
波
藩
）

（
杵
築
藩
）

　
な
お
左
記
両
名
は
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
賜
暇
帰
国
に
随
伴
し
て
、
6
2
・
3
・

23

i
文
久
二
年
二
月
二
十
三
麟
）
江
戸
を
発
し
、
5
・
3
0
ロ
ン
ド
ン
到
着
、
一

行
と
合
流
し
て
い
る
。

　
　
　
調
役
兼
通
詞
　
　
　
　
　
　
　
森
山
多
嘗
郎
⑭

　
　
　
勘
定
格
調
役
　
　
　
　
　
　
　
淵
辺
徳
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
三
十
八
名
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①
お
認
～
。
幕
麿
漢
武
装
医
師

②
　
H
o
。
ぬ
～
由
り
O
①
。
長
崎
に
生
れ
る
。
　
五
月
輔
（
葡
庵
）
。
蘭
語
を
学
び
、

　
安
政
四
年
魏
稽
古
逓
詞
と
な
り
、
翌
年
江
戸
に
来
り
、
外
国
奉
行
水
野
忠

　
徳
、
柴
田
、
森
山
、
矢
田
堀
景
蔵
（
長
崎
早
雪
生
の
一
人
。
）
等
の
庇
護

　
を
う
け
た
。
安
政
六
年
神
奈
矧
關
…
港
後
、
外
国
方
へ
奉
職
。
　
（
柴
田
は
父

　
源
輔
と
親
交
が
あ
り
、
　
友
誼
の
交
換
は
頗
る
頻
繁
で
あ
っ
た
。
　
涯
戸
に

　
お
け
る
源
一
郎
に
対
す
る
、
　
一
種
の
保
護
監
督
春
的
立
場
に
あ
っ
た
ら
し

　
い
。
）
帰
朝
後
、
元
治
元
年
、
調
役
並
格
と
な
り
、
通
弁
御
報
頭
目
に
任

　
じ
、
慶
応
の
柴
阻
第
二
回
渡
欧
に
際
し
て
髄
行
し
て
い
る
。
慶
応
三
年
に

　
は
、
下
谷
二
長
町
に
英
仏
語
泓
塾
を
開
く
。
明
治
元
年
、
木
版
刷
の
江
湖

　
新
闘
を
刊
行
し
た
が
、
隔
幕
府
擁
護
の
記
婁
に
よ
り
投
獄
さ
れ
た
。
出
獄

　
後
静
置
藩
学
出
御
摺
掛
と
な
っ
た
が
、
十
二
月
徳
川
寂
臣
の
列
を
離
れ
、

　
湯
島
天
神
下
に
英
仏
語
聾
潰
義
塾
を
開
い
た
。
明
払
旧
薫
年
、
伊
藤
博
文
に

　
随
い
米
瞬
に
行
き
、
翌
年
岩
倉
呉
祝
に
随
い
（
一
等
轡
記
官
）
三
た
び
渡

　
記
し
た
。
そ
の
聞
パ
リ
に
て
一
行
と
熱
れ
、
ギ
リ
シ
ア
、
ト
ル
コ
、
エ
ジ

　
プ
ト
を
越
つ
た
。
政
界
進
出
の
意
を
持
っ
て
準
備
を
し
て
い
た
が
、
帰
朝

　
後
政
変
の
頻
発
に
嫌
気
し
て
、
在
野
の
ま
ま
罠
衆
拙
導
を
志
し
、
東
京
臼

　
日
新
聞
社
長
と
な
る
。
薩
南
役
に
は
従
軍
記
者
と
し
て
参
加
、
明
治
天
皇

　
に
謁
し
て
奏
上
を
行
っ
た
。
の
ち
東
京
府
会
議
長
と
な
る
。
要
す
る
に
ジ

　
ヤ
…
ナ
リ
ズ
ム
の
第
一
人
奮
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
十
年
新
聞
祉
を
去
り
、

　
歌
舞
技
座
捌
立
、
傍
ら
脚
本
創
作
も
行
っ
た
。
三
十
七
年
代
議
士
と
し
て

　
憲
政
本
党
に
属
し
、
薫
十
九
年
｝
月
死
去
。
六
十
六
歳
。

③
日
G
。
卜
。
節
～
謡
。
上
野
の
豪
農
の
出
身
。
天
銀
中
請
国
巡
歴
の
後
、
幕
吏
と

　
し
て
佐
渡
、
長
崎
に
在
勤
し
、
安
政
末
年
外
建
方
に
入
っ
た
。
交
久
元
年

　
の
康
禅
寺
事
件
当
時
は
、
宿
衛
の
任
に
あ
っ
て
奮
闘
し
、
後
年
英
國
政
府

　
よ
り
行
賞
さ
れ
て
い
る
。
文
久
二
年
旗
本
に
列
し
、
欧
行
帰
長
後
、
神
奈

　
川
奉
行
所
改
役
と
な
っ
た
。
維
赫
後
は
款
政
府
に
繊
薄
し
、
明
治
四
年
死

　
去
、
従
五
位
を
お
く
ら
れ
て
い
る
。

④
　
日
○
◎
ω
㎝
～
㊤
㎝
。
長
崎
出
身
。
家
職
の
唐
通
詞
の
傍
ら
英
語
を
修
し
、
安
政

　
六
年
神
奈
川
奉
行
所
勤
務
と
な
っ
た
。
維
新
後
越
前
侯
に
招
か
れ
、
藩
士

　
に
英
語
を
教
え
た
。
明
治
六
年
東
京
府
六
等
出
仕
、
つ
い
で
工
部
省
鉄
道

　
局
権
頭
と
な
り
、
従
五
位
。
七
年
、
大
久
保
利
通
に
随
い
清
国
に
行
く
。

　
明
治
二
十
八
年
死
去
。

⑤
回
。
。
G
。
蒔
～
お
O
瞬
。

⑥
回
・
。
霧
～
。
。
①
。
父
菊
池
文
理
の
次
男
。
十
九
歳
で
江
戸
に
出
、
古
賀
個
庵
、

　
つ
い
で
箕
作
翫
甫
の
門
に
入
り
、
蘭
学
を
学
ん
だ
。
弘
化
測
年
大
坂
に
簗

　
り
、
緒
山
力
洪
庵
門
下
生
と
な
り
、
蘭
難
ず
と
医
を
修
め
た
後
、
嘉
永
一
二
年
院

　
甫
次
女
を
配
さ
れ
、
六
年
幕
府
天
文
方
に
入
っ
て
翻
訳
に
従
事
し
た
。
安

　
政
二
年
切
甫
隠
贋
に
よ
り
、
藩
主
欝
医
と
な
っ
た
が
、
安
政
四
年
、
藩
命

　
に
よ
り
幕
府
外
国
方
に
勤
務
し
、
　
一
時
は
蕃
書
取
調
所
教
授
職
手
伝
に
も

　
な
っ
た
。
　
（
欧
行
志
願
の
意
は
、
四
月
四
日
に
帯
薦
を
持
参
し
て
柴
田
に

　
面
談
、
大
略
選
中
に
あ
る
を
知
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
後
は
従
弟
を
推
薦
な

　
ど
し
て
い
る
。
）
元
治
元
年
幕
臣
と
な
り
、
慶
応
二
年
箱
館
奉
行
小
鐵
秀

　
実
に
随
い
ロ
シ
ア
へ
行
ぎ
、
樺
太
分
界
交
渉
に
従
っ
た
。
明
治
元
年
隠
居

　
し
、
明
治
六
年
、
福
沢
や
西
周
、
巾
村
敬
輔
等
と
共
に
明
六
社
を
お
こ
し

　
た
。
十
九
年
死
失
。
峯
奇
。
菊
池
大
麓
、
佳
吉
、
元
八
、
坪
井
正
五
鄭
妻

　
螺
子
の
父
で
あ
る
。

⑦
同
。
。
ω
ω
～
り
ω
。
薩
摩
藩
和
泉
郷
の
陪
臣
で
、
後
年
、
寺
島
宗
則
と
名
を
改
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め
た
。
十
六
・
七
歳
の
頃
、
藩
医
に
つ
き
蘭
医
学
を
修
し
た
。
維
国
後
、

　
神
奈
川
県
知
事
、
外
務
大
輔
、
英
特
命
全
権
公
使
、
交
部
卿
、
法
制
局
長
、

　
元
老
院
議
長
、
駐
米
大
使
等
の
要
職
を
歴
任
し
た
。
明
治
十
七
年
宮
内
省

　
山
山
佳
、
　
伯
癌
肘
。
　
肥
壷
T
四
囲
薦
－
総
密
院
剤
剛
議
長
と
な
っ
た
が
、
　
二
十
論
照
年
死
虫
。

　
従
二
位
勲
一
等
。

　
　
福
沢
、
箕
作
、
松
木
の
三
者
の
親
交
の
深
か
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
、

　
福
翁
自
伝
な
ど
に
も
詳
し
く
示
さ
れ
て
い
る
が
、
松
木
欧
行
志
願
も
、
他

　
の
両
名
の
周
旋
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
福
沢
は
箕
作
と
ほ
ぼ
同
じ

　
頃
、
二
度
に
わ
た
り
柴
田
を
訪
問
し
、
人
選
を
知
っ
た
ら
し
い
。
松
木
は

　
や
や
お
く
れ
て
、
先
ず
森
山
を
通
じ
て
意
を
述
べ
、
五
月
二
十
三
日
の
訪

　
問
賦
来
客
中
の
為
会
え
ず
、
六
月
十
一
臼
に
柴
田
と
対
面
し
て
い
る
。
手

　
土
塵
の
経
国
粥
二
本
な
ど
の
微
笑
ま
し
い
記
が
あ
る
。
そ
の
後
も
八
月
十

　
九
日
に
、
欧
行
の
模
様
聞
き
合
せ
に
出
た
り
し
て
お
り
、
決
定
は
比
較
酌

　
遅
か
っ
た
ら
し
い
。

⑧
一
。
。
ω
α
～
H
認
O
。
後
年
、
孫
七
鄭
と
称
す
。
植
木
五
郎
右
衛
門
次
男
と
し

　
て
出
生
し
、
杉
彦
之
進
の
養
胴
と
な
る
。
明
倫
館
（
萩
）
に
学
び
、
吉
田

　
松
陰
に
師
事
し
た
。
藩
命
に
よ
り
欧
行
。
帰
朝
後
、
薄
参
政
と
し
て
活
動

　
し
、
維
新
後
は
秋
田
県
令
、
宮
内
大
輔
、
東
富
御
用
掛
等
々
を
歴
任
し
、

　
明
治
三
＋
年
縮
蜜
纐
問
官
と
な
り
、
三
＋
九
年
議
定
官
を
兼
ね
た
。
大
正

　
九
年
死
去
。
子
爾
、
従
…
位
。

⑨
　
㎝
潜
学
社
結
…
煉
社
に
て
、
中
・
村
奇
輔
等
と
と
も
に
、
発
電
機
よ
り
電
信
機

　
に
至
る
研
究
（
安
政
四
年
に
は
、
実
用
に
供
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
）
を

　
し
た
。

⑩
外
国
方
用
達
、
伊
勢
麗
八
兵
衛
手
代
。

⑪
代
々
、
長
崎
詰
の
蘭
通
詞
の
家
に
生
ま
れ
、
英
語
に
も
通
じ
た
。
前
述

　
5
4
・
1
露
使
プ
…
チ
ャ
チ
ン
長
崎
来
航
の
際
通
訳
を
つ
と
め
、
プ
ー
チ
ャ

　
チ
ソ
よ
り
応
接
掛
に
、
樺
太
定
難
問
題
の
提
起
が
あ
っ
た
時
、
さ
き
に
露

　
艦
臨
検
の
折
、
夢
心
に
掲
げ
て
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
版
地
球
圏
に
、
北
緯
五

　
十
度
を
も
っ
て
、
境
界
と
し
て
あ
．
る
の
を
発
見
し
た
旨
を
内
報
し
、
我
方

　
主
張
の
根
拠
た
ら
し
め
た
。
後
、
ペ
リ
ー
来
覇
の
時
、
幕
府
に
徴
せ
ら
れ
て

　
任
に
あ
た
っ
た
。
一
行
帰
還
後
、
通
弁
頭
販
、
外
国
奉
行
支
配
調
役
、
兵
庫

　
奉
行
付
組
頭
を
歴
任
し
、
維
霧
の
後
は
辞
し
て
仕
え
ず
、
東
京
に
没
し
た
。

　
　
　
随
員
一
行
の
う
ち
柴
田
萢
属
の
者
で
は
岡
崎
が
、
竹
内
保
徳
よ
り
柴
田

　
　
に
内
命
の
あ
る
前
日
に
、
早
く
も
欧
行
志
願
を
申
し
出
て
い
る
こ
と
な
ど
、

　
　
ま
こ
と
に
今
日
酌
に
思
わ
れ
る
。
森
山
は
当
初
か
ら
、
同
行
決
定
の
模
様

　
　
で
あ
っ
た
が
、
巾
・
途
に
変
更
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
出
発
一
週
風
前
に
お
い

　
　
て
、
柴
隣
と
協
漁
議
し
て
い
る
の
は
、
前
記
の
追
及
の
予
定
さ
れ
て
い
た
の

　
　
を
思
わ
せ
る
。
琴
平
も
圏
月
七
日
の
内
意
尋
問
に
、
留
守
役
は
意
無
し
、

　
　
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
他
は
は
や
く
よ
り
柴
田
の
意
中
に
あ
っ
て
、
三
使

　
　
も
承
認
済
み
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
佐
野
、
等
等
の
同
行
は
、
大
体
十
月
中

　
　
に
決
定
し
た
よ
う
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
よ
り
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
十
一
月
一
日
付
を
も
つ
．
て
発
令
が
あ
り
、
柴
田
は
御
釜
見
御
暇
拝
領
物
（
金

三
枚
時
服
一
一
羽
織
）
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
三
爲
、
神
奈
川
に
お
い
て
オ
ー
ル
コ

ッ
ク
、
使
籔
迎
艦
二
二
ヘ
イ
中
佐
に
一
同
紹
介
の
あ
と
、
打
揃
っ
て
艦
を
一
見

し
て
い
る
。
翌
日
は
仏
公
使
館
に
て
会
談
し
、
五
日
、
付
添
係
官
英
人
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
と
対
面
の
上
、
種
々
打
合
せ
が
行
な
わ
れ
た
。
以
後
、
柴
田
は
公
私
繁
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雑
の
所
用
を
差
配
し
て
、
十
二
月
二
十
一
鼠
、
閣
老
安
藤
対
馬
諸
処
に
お
い
て
、

英
公
使
と
艦
長
お
よ
び
三
使
節
、
な
ら
び
に
彼
我
士
官
一
同
会
同
し
て
宴
を
設

け
、
こ
こ
に
出
発
準
備
が
完
了
し
た
。

　
　
　
　
四

　
誌
①
憩
・
回
・
舘
（
文
久
元
年
十
二
月
二
十
二
日
）
、
使
節
一
行
は
、
英
国
軍
艦

オ
ー
ジ
ン
（
O
O
貯
）
号
に
塔
粘
し
、
翌
早
暁
品
川
沖
を
解
決
し
て
、
欧
州
へ

の
途
に
の
ぼ
っ
た
。

　
こ
の
巡
行
を
通
観
す
る
と
き
、
6
3
・
1
・
2
9
（
文
久
二
年
十
二
月
十
一
日
）

の
品
海
三
田
上
悪
場
上
陵
ま
で
、
都
合
一
年
九
購
閻
を
、
次
の
ご
と
く
区
分
し

得
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
e
　
彼
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e

　
　
　
　
　
乗
艦
よ
り
マ
ル
セ
ー
ユ
着
（
4
・
3
）
ま
で
。
　
　
　
　
7
3
臼

　
　
⇔
　
五
国
巡
行

　
　
　
　
　
工
、
仏
。
マ
ル
セ
ー
ユ
上
陸
よ
り
、
カ
レ
ー
に
お
け
る
渡
船
…
乗
加
灘

　
　
　
　
　
　
み
ま
で
。
　
（
4
・
3
～
4
・
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8
日

　
　
　
　
　
韮
、
一
億
。
ド
ー
ヴ
ァ
興
醒
よ
り
、
蘭
迎
艦
ア
ル
ジ
ー
ノ
号
搭
乗
ま

　
　
　
　
　
　
で
。
　
（
4
・
3
0
～
6
・
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3
日

　
　
　
　
　
亜
、
闘
　
ア
ル
ジ
ー
ノ
柳
窪
艦
よ
り
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
甫
長
，
招
待
ま

　
　
　
　
　
　
で
。
　
（
6
・
1
2
～
乞
・
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5
目

⇔

　
W
、
並
日
　
ユ
ト
レ
ヒ
ト
禺
発
よ
り
、
帯
路
迎
綿
臓
ス
メ
ロ
イ
細
頸
シ
ュ
テ

　
　
ッ
テ
ィ
ソ
田
港
ま
で
。
　
（
7
・
1
7
～
8
臥
5
）
　
　
　
2
0
日

　
V
2
、
魯
　
シ
ュ
テ
ッ
テ
ィ
ン
話
芸
よ
り
、
衝
テ
ル
ブ
ル
グ
駅
鐵
発

　
　
ま
で
。
（
8
・
5
～
9
・
1
7
）
　
　
　
　
　
　
4
4
日

普
、
仏
再
渡

　
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
嵐
発
よ
り
、
ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
港
に
お
い
て
仏
送

艦
ラ
イ
ン
号
搭
蓼
覧
（
一
1
7
～
皿
・
6
）
　
2
0
臼

　
　
内
、
普
滞
在
4
日
、
仏
滞
在
1
4
日
。

復
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
出
帆
（
1
0
・
7
）
よ
り
、
帰
㎝
着
上
陸
ま
で
。
1
1
R
門

　
　
内
、
葡
滞
在
1
0
日
。

で
あ
る
。

　
以
下
の
本
稿
で
は
右
の
区
分
の
う
ち
、
主
と
し
て
e
の
往
路
に
つ
い
て
些
か

を
述
べ
て
み
た
い
。

　
e
を
さ
ら
に
区
分
す
る
な
ら
ば
、
出
帆
よ
り
長
崎
審
尋
を
経
て
、
秀
港
入
津

に
至
る
慣
れ
ぬ
船
旅
、
最
初
の
い
わ
ゆ
る
外
地
で
あ
る
香
港
で
の
行
動
と
見
聞
、

以
後
ス
エ
ズ
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
英
領
港
市
瞥
児
、
エ
ジ
プ
ト
（
カ
イ
ロ
中

心
）
、
お
よ
び
英
海
軍
基
地
マ
ル
タ
の
五
部
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
晶
海
出
帆
後
、
神
奈
川
に
て
仏
公
使
ド
・
ベ
ル
ク
ー
ル
の
見
送
り
を
受
け
、
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通
詞
太
田
を
加
え
て

後
、
先
ず
一
行
は
激

し
い
冬
季
季
節
風
の

洗
礼
を
う
け
た
。
日

露
に
寄
港
し
た
の
は
、

船
中
石
炭
の
消
耗
に
、

補
給
の
要
あ
り
と
の

艦
長
の
判
断
に
由
っ

て
い
る
。
通
例
、
禺

入
港
に
の
み
、
蒸
気

力
を
使
用
す
る
外
輪

機
帆
船
で
あ
る
か
ら
、

西
風
を
受
け
「
傾
度

二
十
五
度
を
過
扁
ぎ

て
は
、
壮
途
最
初
の

緊
張
期
に
あ
っ
て
も
、

船
酔
い
は
致
し
方
な

く
、
上
甲
板
に
使
節

一
行
用
に
特
設
さ
れ

た
炊
事
室
も
、
機
能

を
発
揮
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
「
庖
奴
獅
臆
も
術
鑑
て
貯
へ
來
れ
る
餅
を
焼
て

飯
二
段
へ
て
出
せ
り
勿
諭
糎
奴
も
多
く
は
枕
に
就
ぎ
其
餅
を
喫
す
る
ハ
野
州

（
正
使
）
と
余
の
外
至
言
田
作
の
ミ
也
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

　
　
熱
舌
心
々
黒
漆
奴
　
捲
帆
転
揖
縦
横
趨

　
　
衝
豆
汁
似
離
絃
矢
　
総
軌
道
山
看
欲
無

　
慣
れ
ぬ
航
海
に
策
し
ん
だ
一
行
に
と
り
、
長
崎
欝
港
は
ま
こ
と
に
好
都
合
で

あ
り
、
そ
れ
は
又
、
あ
た
か
も
前
年
四
月
に
竣
工
し
た
ば
か
り
の
、
稲
佐
郷
飽

之
浦
の
い
わ
ゆ
る
製
鉄
所
を
見
掌
す
る
機
会
を
饗
ら
し
た
。
　
「
場
中
ノ
蒸
気
機

関
千
野
面
巧
其
萬
一
ヲ
詳
悉
ス
ル
能
ハ
ス
ト
難
…
…
数
十
ノ
少
三
一
斉
二
旋
転

シ
テ
鍛
鉄
煉
心
肝
ヲ
切
之
ヲ
瑳
之
ヲ
磨
シ
各
々
ノ
百
巧
ヲ
一
時
二
製
成
ス
実
二

輔梢

ｭ
奇
絶
工
－
古
轟
木
舶
勲
有
ノ
儲
機
㎜
因
ト
モ
謂
…
フ
ヘ
シ
し
　
（
尾
蝿
遡
行
漫
録
）
と
、
　
一

行
中
初
見
の
鷺
が
多
か
っ
た
。

　
明
け
て
文
久
二
年
元
旦
、
長
崎
を
繊
潔
し
、
一
路
香
港
へ
進
ん
だ
が
、
雑
煮

を
喫
し
、
医
師
高
鳩
の
調
剤
に
よ
る
屠
蘇
を
酌
ん
だ
も
の
の
、
再
び
一
同
船
酔

い
に
沈
灘
す
る
は
か
な
か
っ
た
。
四
日
に
は
、
揚
子
江
口
近
く
を
通
過
し
た
ら

し
く
、
海
水
の
泥
描
を
見
て
柴
田
が
、
そ
の
理
由
を
諄
ね
た
と
こ
ろ
、
　
「
海
底

浅
き
が
故
」
の
説
明
を
受
け
た
の
で
、
更
に
水
深
を
・
聾
ね
て
い
る
。
蕎
八
十
映

前
後
と
の
答
に
、
　
「
海
底
浅
し
と
い
ふ
説
当
ら
す
濁
水
は
江
河
の
流
末
二
当
る

と
い
ふ
説
可
な
ら
ん
」
と
、
知
識
の
実
証
を
計
っ
て
い
る
の
も
興
味
が
あ
る
。

周
様
の
地
理
的
知
識
を
確
か
め
る
例
は
、
シ
ン
ガ
ポ
…
ル
に
お
い
て
、
　
「
土
人
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の
黒
色
な
る
ハ
度
数
の
近
が
故
な
ら
す
其
土
の
地
味
二
よ
る
所
あ
ら
ん
か
」
と

し
、
又
、
　
「
紅
海
は
海
水
紅
な
る
の
故
を
以
て
名
け
た
り
と
常
に
濁
り
し
一
一
言

色
青
藍
常
二
変
る
事
な
し
英
人
の
三
二
嘉
海
は
多
く
瑚
瑚
を
産
す
依
是
紅
海
の

名
あ
り
海
水
の
色
二
よ
る
二
あ
ら
ず
と
詳
説
取
へ
き
な
き
ユ
あ
ら
ず
一
説
二
海

面
紅
色
は
季
節
二
よ
り
て
然
り
故
二
其
名
あ
り
と
暫
く
参
考
に
備
ふ
へ
し
」
、

な
ど
が
あ
り
、
ス
エ
ズ
よ
り
カ
イ
ロ
へ
の
、
車
窓
よ
り
の
娯
に
つ
い
て
も
、
「
同

所
の
地
味
を
察
す
る
二
古
昔
一
円
の
麗
な
る
と
の
説
信
を
と
る
に
足
れ
り
し
、

’
と
し
て
い
る
。
当
時
の
日
本
一
般
の
知
識
を
推
し
得
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
航
海
当
初
に
お
い
て
は
、
先
ず
そ
の
無
勢
た
る
オ
ー
ジ
ン
号
の
艦
内
描
写
が

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
又
そ
れ
は
、
　
「
黒
船
仙
の
威
を
最
も
直
接
的
に
痛
感

し
た
者
と
し
て
当
然
の
態
度
で
あ
ろ
う
。
艦
内
規
則
も
、
長
途
の
護
送
資
任
を

認
識
し
た
艦
長
よ
り
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
を
経
由
し
て
示
さ
れ
た
が
（
十
二
月
二

十
六
口
）
、
伝
統
あ
る
英
海
軍
の
こ
と
故
、
ま
こ
と
に
厳
重
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
「
船
中
の
規
則
厳
密
ニ
テ
甲
板
上
緋
熱
運
動
の
場
鋏
台
と
余
の
外
は
上
等
士
宮

ト
下
等
士
宮
井
従
旛
小
遣
と
各
々
三
断
二
分
チ
且
風
の
模
様
二
よ
り
風
上
ユ
当

れ
る
方
は
鎮
台
と
余
の
外
は
俳
徊
せ
し
め
ず
殊
に
鎮
台
船
将
等
会
食
の
鷲
江
は

余
の
外
野
て
入
ら
し
め
ず
鎮
台
の
房
に
到
る
も
士
官
輩
は
彼
の
±
富
に
断
ら
ざ

れ
ば
獲
に
入
る
あ
た
は
ず
共
他
鎖
末
の
規
律
数
理
了
し
て
心
遣
の
苦
情
少
か
ら

ず
朝
≧
面
を
洗
ひ
口
を
聴
く
の
場
醗
は
鯛
と
接
し
臭
気
満
場
其
上
暗
≧
の
一
室

其
不
潔
讐
ふ
る
二
坊
な
し
給
水
至
て
少
く
し
て
稽
≧
も
す
れ
ハ
水
瓶
寄
敷
二
到

り
熟
講
数
回
二
及
び
緩
二
一
勺
を
持
来
れ
ハ
鉄
漿
の
如
し
航
海
の
瞥
尋
常
な
ら

ざ
る
を
知
る
」
、
と
い
っ
た
態
で
あ
っ
た
。

　
講
使
従
者
等
の
記
に
「
船
中
規
購
書
」
、
「
日
本
使
節
隅
勢
の
煙
火
寝
厨
会
食

に
附
た
る
規
鋼
」
、
　
「
食
料
の
出
し
方
」
、
お
よ
び
風
向
を
示
す
掲
示
板
に
つ
い

て
記
述
が
あ
る
。

　
　
琉
洋
過
差
又
三
豊
　
萬
里
波
濤
一
瞬
聞

　
　
忽
地
投
錨
香
港
口
　
穏
端
現
出
幾
重
山

　
六
日
香
港
入
津
に
あ
た
り
、
先
ず
注
質
し
た
も
の
は
一
能
の
岬
上
の
廃
屋
で

あ
っ
た
。
「
右
は
昔
年
英
よ
り
支
那
二
乞
て
一
区
の
地
を
賃
借
し
一
宇
を
設
て

以
て
香
港
全
嶋
を
掠
奪
す
る
基
礎
と
な
す
所
の
屋
な
り
と
そ
」
と
し
て
、
最
近

の
難
事
で
あ
っ
た
対
馬
の
例
を
之
に
比
し
て
、
　
「
可
畏
可
戒
」
と
記
し
て
い
る
。

長
戸
嵐
島
の
先
例
に
な
ら
い
、
隔
離
を
目
的
に
、
神
奈
川
（
横
浜
村
）
開
港
工

事
を
親
し
く
実
施
し
て
き
た
当
事
者
で
あ
れ
ば
、
し
か
も
そ
の
工
事
が
、
殆
ん

ど
意
義
を
持
た
ぬ
無
力
さ
を
、
経
験
し
て
き
た
者
で
あ
れ
ば
こ
そ
の
感
慨
で
あ

ろ
う
。
全
世
界
が
白
人
の
活
躍
に
圧
倒
さ
れ
た
と
い
え
る
十
九
世
紀
後
半
の
、

そ
の
列
国
の
帯
圏
主
義
繁
殖
堅
地
獲
得
競
争
の
蕪
上
に
、
臼
本
が
置
か
れ
て
脆

い
受
身
の
立
嚇
に
あ
る
こ
と
を
知
る
一
行
が
、
最
初
の
外
地
で
、
且
つ
最
も
唐

本
に
近
い
英
艦
隊
基
地
と
も
い
え
る
香
港
で
、
華
甲
…
乱
世
に
努
め
た
の
は
当
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
あ
る
。
そ
れ
が
防
禦
の
観
点
か
ら
は
、
異
製
の
船
を
注
窪
し
、
又
、
武
器
工
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②

場
見
学
に
、
．
時
間
の
不
足
を
唖
ぜ
し
め
た
。

　
①
　
港
内
ニ
ハ
浮
砲
墾
三
島
二
備
フ
魯
少
シ
ッ
・
大
小
ノ
差
有
ト
難
大
約
長

　
　
三
十
・
四
閥
四
緬
糊
七
八
闇
緊
薗
サ
四
五
閣
凹
三
屠
鴨
氾
ニ
シ
テ
一
癩
一
撮
二
砲
眼
十
七
ヲ

　
　
關
…
ク
｝
平
日
ハ
船
夫
ノ
畜
一
ノ
養
病
仙
涜
又
ハ
藤
雛
雄
ノ
用
ヲ
爲
シ
置
キ
曲
右
婦
蔽
嶺
芯
ノ

　
　
事
上
着
ル
時
ニ
ハ
之
ヲ
砲
豪
ノ
用
二
⊥
允
ツ
ル
ナ
リ
ト
（
相
川
記
）

　
②
　
鎗
銃
製
造
場
二
行
此
所
幅
三
問
半
長
七
十
許
ノ
一
室
中
央
澱
壁
共
偏
ク

　
　
鎗
銃
及
M
期
戟
ノ
畑
製
翼
壁
シ
ヲ
縣
｝
タ
リ
二
巴
此
ノ
場
二
箇
所
…
ア
リ
テ
今
規
二

　
　
測
帖
成
ノ
鎗
銃
一
曲
禺
挺
ア
リ
ト
云
m
兄
了
テ
蕊
脚
工
場
二
二
ル
此
局
ハ
且
取
モ
海
山
芹

　
　
返
キ
所
ニ
ア
リ
鵡
製
セ
シ
大
煩
ハ
数
所
二
並
列
又
砲
丸
ハ
丘
ノ
如
二
積
成

　
　
シ
タ
ル
二
幅
ノ
徴
故
皆
職
能
ハ
ス
又
甘
バ
大
数
ヲ
聞
二
逞
ア
ラ
ス
冥
々
出
虫

　
　
リ
シ
バ
遺
憾
二
堪
エ
サ
リ
キ
次
・
二
局
輻
＋
二
間
長
三
＋
四
一
許
ナ
ル
ニ

　
　
膚
造
ノ
官
舎
二
入
此
．
所
二
在
シ
支
那
人
二
何
局
ナ
ル
ヲ
筆
語
草
シ
ニ
第
九

　
　
牽
九
號
武
募
便
是
ト
欝
讐
ヘ
タ
リ
依
テ
憶
フ
ニ
如
此
各
局
ノ
其
総
数
ハ
分

　
　
明
二
聞
知
セ
サ
レ
ト
モ
九
十
九
二
二
下
ラ
サ
ル
一
三
自
ラ
明
力
也
（
市
用

　
　
記
）

　
一
行
の
香
港
滞
在
は
、
前
後
一
週
間
に
及
ん
で
い
る
が
、
之
に
は
理
由
が
あ

っ
た
。
米
国
に
お
い
て
は
、
リ
ン
カ
ー
ン
大
統
領
当
選
を
端
緒
と
し
て
、
南
北

戦
争
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
文
久
二
年
正
月
は
、
そ
れ
が
ま
さ
に
一
か
年
を
経

過
し
た
時
期
に
相
当
す
る
。
局
外
中
立
の
立
場
で
は
あ
る
が
、
英
政
府
と
し
て

は
、
南
北
戦
争
に
は
、
南
軍
慈
援
の
傾
向
が
あ
り
、
し
か
も
北
軍
の
海
軍
力
「
は

南
森
に
勝
っ
て
い
た
。
こ
の
認
識
か
ら
、
英
国
出
先
官
憲
に
は
、
紛
争
惹
起
の

懸
念
が
強
か
っ
た
模
様
で
、
特
に
当
時
は
、
イ
ン
ド
洋
上
に
米
艦
の
存
在
す
る

楼
…
報
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
り
の
、
予
｛
疋
さ
れ
た
櫓
日
報
を
待
つ

為
に
、
滞
泊
を
続
け
た
訳
で
》
結
局
新
情
報
を
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
十
二
日
に
突

然
出
発
し
て
い
る
。
オ
ド
ー
ジ
ン
号
が
、
予
定
せ
ぬ
長
崎
に
寄
港
し
て
給
炭
し
、

荒
天
中
を
、
艦
上
訓
練
を
続
け
つ
つ
、
帆
汽
両
用
を
も
つ
て
急
行
し
、
使
節
一

行
を
悩
ま
せ
た
こ
と
も
、
前
記
異
容
の
船
の
回
立
つ
た
こ
と
な
ど
も
、
肯
け
る

訳
で
あ
る
。
さ
ら
に
出
発
後
の
十
八
日
夕
に
は
、
　
「
験
附
覆
盆
申
」
を
突
如
、

「
閥
船
騒
≧
然
大
炮
江
玉
込
炮
卑
近
く
三
六
せ
水
夫
等
銘
≧
小
銃
を
提
ケ
陳
列

石
州
（
石
見
守
）
部
屋
前
物
置
所
を
俄
二
明
ケ
呉
ル
回
申
聞
同
所
江
小
銃
薫
込

の
ま
x
入
自
演
今
事
あ
る
の
形
勢
あ
り
」
と
、
艦
内
戦
闘
配
備
の
こ
と
が
あ
っ

た
。
こ
れ
も
、
翌
朝
入
港
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
外
に
、
粛
粛
待
機
を
考
慮
し
て

の
措
縫
で
あ
る
。
こ
れ
等
一
連
の
事
実
は
ま
た
、
「
行
の
国
際
感
覚
養
威
の
面

で
、
強
い
実
物
教
育
に
な
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
一
遷
聞
の
香
港
滞
在
期
聞
中
、
「
一
行
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
事
惜
…
調
査
に
懸
命
で

あ
り
、
英
華
書
院
で
の
図
書
蒐
集
を
は
じ
め
、
見
聞
筆
記
に
多
忙
で
あ
っ
た
。

（
市
m
川
の
詑
に
は
、
ホ
テ
ル
無
熱
備
品
描
写
ま
で
も
存
し
て
い
る
。
）
ロ
ビ
ン
ソ
ン

（Qり

ﾄ
二
野
。
巳
。
。
。
幻
○
げ
ぎ
。
・
○
昌
）
知
事
と
の
公
式
訪
開
交
換
、
招
待
、
軍
事
調

練
見
学
か
ら
、
交
互
の
市
中
巡
覧
な
ど
、
工
面
港
香
港
の
持
つ
性
格
と
、
莫
隔

に
と
っ
て
の
意
義
認
識
へ
の
努
力
が
な
さ
れ
た
。
就
中
、
中
醒
へ
の
親
近
感
か

ら
、
愚
人
と
中
国
人
と
の
関
係
を
注
署
し
て
、
そ
れ
ら
を
日
本
へ
の
参
考
に
せ

ん
と
の
意
が
見
て
と
れ
る
。
例
え
ば

　
　
碇
泊
中
臼
≧
代
ル
≧
支
那
船
蟻
附
し
水
を
売
あ
り
魚
野
菜
を
ひ
さ
く
あ
り
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燗
草
履
等
を
持
去
る
あ
り
諸
学
物
玩
具
菓
子
菓
実
等
当
外
諸
物
件
を
箱
盛
り

　
歓
二
品
ミ
本
船
二
持
登
り
沽
、
込
あ
り
我
邦
三
崩
一
議
商
の
患
を
謀
り
て
い
ま

　
た
許
さ
黛
る
所
な
れ
ど
も
本
船
の
不
便
宣
萬
≧
な
れ
ば
遂
二
は
其
禁
を
許
さ

　
回
る
を
得
べ
か
ら
ん
隠
蓑
板
上
溜
息
て
屡
≧
鋸
目
注
意
せ
し
に
密
商
の
あ
る

　
へ
ぎ
躰
な
し
併
商
船
二
至
り
て
ハ
如
何
哉

と
あ
る
如
き
は
、
神
奈
川
港
管
理
の
役
に
当
る
柴
田
と
し
て
当
然
で
あ
ろ
う
。

又
、
局
じ
意
味
か
ら
し
て
、
外
交
上
の
儀
典
に
関
す
る
も
の
に
詳
し
い
記
述
が

あ
り
、
こ
れ
は
、
其
の
後
の
訪
問
各
地
に
お
い
て
も
続
い
て
い
る
。
彼
は
維
新

後
も
、
薪
致
府
の
諮
聞
に
度
々
応
じ
て
い
る
処
か
ら
、
あ
る
い
は
現
行
の
も
の

に
も
、
彼
の
観
察
は
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
　
そ
の
他
興
味
あ
る
記
述
と
し
て
上
黒
門
の
も
の
に
、
本
船
よ
り
祝
炮
十
三

　
発
を
打
放
し
上
陸
場
二
は
赤
衣
の
銃
手
数
十
人
列
立
後
聖
画
は
薬
を
奏
し
二

馬
を
搾
る
輩
二
三
を
鋳
へ
扁
は
石
盤
辮
（
櫛
馨
。
な
お
正
使
は
滞
艦
。
v

　
｝
輔
は
余
と
源
砧
嵩
（
通
詞
太
田
）
を
乗
ら
し
む
余
い
塞
た
卑
昌
登
り
し
事
な

　
く
如
何
す
へ
き
哉
問
ん
と
欲
す
る
二
源
竃
の
外
人
な
し
護
守
衛
一
列
居
厳
粛

　
の
地
響
裁
を
失
す
る
ハ
壱
人
の
恥
二
あ
ら
ず
と
思
ひ
量
り
て
傲
然
車
二
登
り

　
て
座
を
ト
し
か
と
も
後
ま
た
如
何
と
も
す
る
を
知
ら
ず
胸
中
困
却
の
折
柄
黒

漆
の
蛮
奴
郊
，
出
来
り
輩
前
唄
粟
り
御
し
て
逆
旅
難
読
へ
り
心
中
初
而

　
安
キ
得
た
り

と
あ
る
。
陸
上
交
通
手
段
と
し
て
、
徒
歩
以
外
は
駕
籠
と
渠
馬
が
一
般
で
あ
っ

た
、
当
時
の
日
本
人
と
し
て
無
理
か
ら
ぬ
処
な
が
ら
、
外
国
方
と
い
う
、
欧
米

に
最
も
近
い
位
置
に
在
る
者
に
し
て
、
こ
の
姦
の
あ
る
の
は
、
鎖
国
政
策
の
徹

底
性
を
思
わ
せ
る
。
　
（
ま
た
現
在
と
思
い
併
せ
て
、
例
え
ば
車
に
対
す
る
感
覚

と
い
う
も
の
も
、
短
陣
．
臼
に
は
藻
嫉
成
さ
れ
得
ぬ
こ
と
を
考
え
さ
せ
よ
・
）
。
）
全

体
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
好
奇
と
驚
異
」
か
ら
す
る
地
誌
的
記
述
が
多
い
が
、

と
に
か
く
香
港
で
の
体
験
は
、
以
後
の
旅
行
を
通
じ
て
、
各
地
に
対
す
る
一
つ

の
比
較
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

　
1
8
世
紀
に
顕
著
と
な
っ
た
英
の
ア
ジ
ア
進
鐵
は
、
ヨ
ー
μ
ッ
パ
に
お
い
て
、

仏
欝
丁
か
ネ
i
一
ア
ル
ラ
ン
ド
を
勲
悶
領
し
、
　
オ
ラ
ン
ダ
漁
を
バ
タ
ヴ
ィ
ア
共
和
↑
属
と
山
旦

言
（
嵩
霧
）
し
て
保
護
国
化
し
た
こ
と
に
由
り
、
更
に
織
烈
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま

で
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
蘭
植
民
地
は
志
ん
ど
莫
の
攻
略
す
る
処
と
な
り
、
！
9
世

紀
の
6
0
年
前
後
は
そ
の
極
盛
期
と
も
言
え
よ
う
。
プ
ラ
ッ
シ
ー
の
戦
闘
（
二
世
刈
）

後
の
イ
ン
ド
全
域
へ
の
進
嵐
（
セ
イ
ロ
ン
島
に
英
艦
隊
基
地
ツ
リ
ン
コ
マ
リ
i

建
設
）
と
共
に
、
　
マ
ラ
イ
地
域
に
は
ビ
ナ
ン
（
嵩
◎
。
①
）
、
　
同
対
岸
ウ
ェ
ル
ズ
リ

i
地
方
（
H
Q
。
O
O
）
に
国
宣
度
会
巷
が
根
拠
地
を
得
て
お
り
、
セ
イ
ロ
ン
に
お
け

る
蘭
勢
力
と
の
交
替
は
肥
り
O
で
あ
っ
た
。
一
〇
。
滴
り
の
う
ッ
フ
ル
ズ
の
燗
眼
と
、

…
譲
の
蘭
の
撤
退
に
よ
り
、
ー
ト
。
①
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
海
映
植
輿
地
化
（
ク
ラ

ウ
ン
・
コ
ロ
ユ
ー
化
、
同
。
。
勲
）
し
、
阿
片
戦
争
に
よ
り
香
港
（
一
〇
。
お
）
が
、
そ

し
て
イ
ン
ド
の
直
接
統
治
は
実
に
誌
軌
○
。
の
こ
と
で
あ
る
。
（
九
龍
半
島
割
譲
、

91　（921）



一
G
。
①
O
）
。
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
、
英
艦
に
塔
乗
し
た
が
故
に
、
使
節
一
行
は
、

英
ア
ジ
ア
植
晟
の
要
地
を
辿
っ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
正
月
十
二
日
、
慌
し

く
香
港
を
繍
発
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ツ
リ
ン
コ
マ
リ
…
軍
港
（
オ
ー
ジ
ソ

号
所
属
悲
地
で
、
乗
綴
員
所
用
の
為
寄
港
。
一
行
上
陸
せ
ず
。
）
、
ゴ
…
ル
（
又

は
ガ
レ
。
コ
ロ
ン
ボ
は
築
港
巾
・
で
あ
っ
た
。
）
、
ア
デ
ン
（
一
〇
Q
ω
Φ
嚇
央
傾
。
三
使
節

の
み
予
定
を
変
え
四
時
閾
程
度
上
陸
。
）
を
経
て
、
ス
エ
ズ
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
間
シ
ソ
ガ
ポ
…
ル
、
及
び
ゴ
…
ル
に
、
各
一
日
半
上
陸
し
て
い
る
が
、
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
漂
流
日
本
人
音
畜
に
遇
い
、
中
園
に
お
け
る
太
平

天
圏
の
乱
（
瞬
Q
。
㎝
O
～
設
）
の
概
略
の
情
勢
を
探
っ
て
い
る
。

　
①
　
或
い
は
乙
吉
。
尾
州
知
多
郡
小
野
村
斎
鍬
、
天
保
三
年
十
四
歳
（
又
は

　
　
十
七
歳
）
の
時
廻
船
に
乗
組
み
、
サ
ソ
ト
ー
イ
ス
島
（
？
）
に
漂
着
の
後
、

　
　
外
国
（
恐
ら
く
英
。
）
船
に
、
他
の
一
名
（
当
時
中
圏
福
州
に
居
住
す
る

　
　
と
い
う
。
）
と
共
に
救
助
さ
れ
た
。
　
そ
の
後
報
繭
地
を
廻
り
、
　
シ
ソ
ガ
ポ
ー

　
　
ル
に
て
妻
（
イ
ン
ド
人
）
と
結
婚
し
、
子
（
蟻
時
三
人
）
を
も
う
け
て
帰

　
　
心
を
捨
て
、
上
海
に
艦
住
し
て
い
た
。
偶
然
、
妻
の
黒
帰
り
（
病
気
療
養

　
　
と
も
い
う
。
）
に
同
行
し
て
、
　
使
節
一
行
の
到
着
を
闘
き
、
　
釜
臼
以
前
よ

　
　
り
、
握
夜
待
ち
受
け
て
い
た
。
嘉
永
七
年
～
安
政
二
年
（
目
G
。
㎝
僻
～
胡
㎝
）
．
の

　
　
間
に
、
英
園
由
果
印
｛
度
艦
隊
司
く
制
長
官
ス
タ
ー
リ
ン
グ
に
従
い
、
臼
晶
央
点
取
・
初

　
　
の
条
約
で
あ
る
日
本
園
大
不
列
顔
附
約
定
、
及
び
測
章
に
闘
す
る
交
渉

　
　
（
三
度
長
崎
に
来
航
し
て
い
る
。
当
時
長
崎
奉
行
水
野
忠
徳
、
二
塁
永
井

　
　
岩
之
丞
。
）
に
お
い
て
、
通
訳
を
つ
と
め
た
と
い
う
。

血

　
ス
エ
ズ
運
河
は
当
時
建
設
中
（
5
6
起
工
～
6
9
竣
工
）
で
あ
り
、
一
行
は
こ
こ

で
は
じ
め
て
英
領
以
外
の
地
に
足
跡
を
慨
し
た
。
す
な
わ
ち
ト
ル
コ
領
エ
ジ
プ

ト
で
あ
る
。
ス
エ
ズ
よ
り
カ
イ
p
ま
で
9
0
マ
イ
ル
の
間
、
途
中
の
砂
漠
二
二
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
矢
張
り
蒸
気
車
が
一
同
の
関
心
の
的
で
あ
っ
た
。
柴
田
は

三
価
侠
一
行
よ
り
一
日
お
く
れ
（
直
物
運
輪
指
揮
の
た
め
。
）
、
二
月
一
一
十
一
R
［
に

二
十
輔
編
成
の
列
車
に
て
カ
イ
ロ
に
到
着
し
、
其
の
間
、
列
車
そ
の
も
の
と
共

に
運
行
制
度
な
ど
を
質
し
て
い
る
が
、
前
日
の
列
車
は
六
輔
編
成
の
た
め
、
余

程
高
速
で
運
行
さ
れ
た
ら
し
く
、
所
要
時
閥
二
時
問
余
、
　
「
早
き
事
誠
に
早
き

も
の
…
…
左
右
石
も
杭
な
と
も
島
（
縞
）
の
よ
ふ
に
て
不
兇
分
隔
て
遠
き
所
は

見
ゆ
」
　
（
野
沢
記
）
と
あ
る
。
ま
た
市
川
の
記
は
綿
密
を
極
め
、
客
車
の
構
造

や
レ
ー
ル
一
本
の
幅
∴
簡
さ
・
長
さ
を
も
測
り
、
さ
ら
に
列
車
の
車
三
三
は
増

減
可
能
で
あ
り
「
其
車
載
多
キ
ニ
至
テ
ハ
凡
三
丁
程
ニ
モ
続
キ
タ
ル
ヲ
前
頭
二

在
ル
一
車
の
蒸
気
力
ニ
テ
千
萬
里
外
二
電
融
解
シ
ム
量
驚
臼
駿
心
念
サ
・
ラ
ン

ヤ
」
、
と
し
て
い
る
。
絡
傍
の
電
橡
も
鉄
嬌
や
ト
ン
ネ
ル
と
共
に
、
ま
た
関
心

を
ひ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
カ
イ
p
到
着
後
は
、
例
の
如
く
に
雪
中
見
学
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
宮
殿
や

寺
院
の
華
美
精
巧
に
驚
嘆
し
つ
つ
も
、
む
し
ろ
街
衙
の
汚
濁
、
民
家
の
敗
損
、

原
住
脱
風
俗
の
狡
雅
怠
権
…
（
ト
ル
コ
よ
り
提
供
さ
れ
た
宿
舎
の
接
遇
不
行
届
の
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限
。
）
に
強
い
印
象
を
受
け
た
ら
し
く
、
ま
た
特
に
住
購
の
多
数
が
一
面
乃
至

砂
で
あ
る
こ
と
（
市
川
は
そ
の
原
因
を
、
降
水
量
の
僅
少
と
飛
砂
に
帰
し
て
い

る
．
）
が
目
立
つ
た
ら
し
い
。

　
エ
ジ
プ
ト
滞
留
は
三
日
半
を
費
や
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
二
月
二
十
三
B
の
．

滞
在
は
、
予
定
せ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
三
使
の
み
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の

案
内
で
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
等
の
遊
覧
に
嵐
か
け
、
午
前
中
に
帰
宿
し
て
お
り
、
ま

た
柴
田
等
数
人
は
群
盗
構
内
で
、
乾
燥
地
域
に
普
遍
豹
な
駄
獣
で
あ
り
彼
等
に

は
は
じ
め
て
の
、
駄
馬
を
試
乗
し
た
り
な
ど
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
者
も
、
そ

れ
ぞ
れ
カ
イ
ロ
市
中
見
学
な
ど
に
嵐
掛
け
、
い
わ
ば
余
暇
の
一
樹
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
れ
に
は
事
憐
が
あ
る
。

　
二
月
二
十
日
、
オ
ー
ジ
ン
号
ス
エ
ズ
着
岸
後
闘
も
な
く
、
地
中
海
に
お
け
る

英
迎
艦
ヒ
マ
ラ
ヤ
号
艦
畏
が
一
行
を
訪
問
、
挨
拶
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
折
、
使

節
の
各
國
巡
行
の
順
序
は
、
英
仏
人
海
の
う
ち
、
先
ず
最
初
に
英
国
を
訪
閣
す

べ
き
の
論
を
述
べ
た
。
一
行
の
か
ね
て
よ
り
（
但
し
乗
艦
後
決
定
）
の
朝
見
は
、

仏
を
先
に
す
る
予
定
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
醐
醗
か
ら
紛
議
が
始
ま
っ
た
。
二

十
日
は
一
応
日
本
側
の
事
情
を
、
電
信
（
陽
。
。
①
⑩
に
は
早
く
も
太
平
洋
に
ま
で
海

底
電
線
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
。
）
に
よ
り
英
本
圏
政
府
へ
伝
達
す
る
こ
と
で
了
「

つ
た
が
、
日
本
側
と
し
て
も
こ
の
た
め
、
一
両
日
を
カ
イ
ロ
に
滞
在
す
る
こ
と

と
な
つ
、
た
。
二
臼
を
過
し
て
二
十
三
日
、
エ
ジ
プ
ト
駐
在
英
領
婆
と
外
一
名
、

同
門
総
領
事
が
宿
舎
へ
託
て
、
共
に
雪
国
先
渡
の
論
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

英
困
附
添
員
マ
ク
ヂ
ナ
ル
ド
も
外
患
、
初
更
過
ぎ
て
三
舎
し
、
明
朝
四
ッ
時
轟

発
決
定
、
か
つ
先
後
の
順
序
は
、
英
仏
両
姻
数
府
の
交
渉
に
よ
り
、
そ
の
決
を

マ
ル
タ
島
に
待
つ
、
と
の
予
定
を
申
し
入
れ
た
。
臼
本
側
は
こ
れ
に
困
却
し
徹

宥
協
議
、
暁
方
枕
に
就
い
て
い
る
。
二
十
四
月
朝
出
発
準
傭
の
最
中
に
、
先
日

の
約
に
よ
り
仏
総
領
事
出
頭
し
、
本
国
か
ら
の
決
定
間
近
き
に
よ
り
、
今
暫
く

滞
在
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
、
議
論
が
交
さ
れ
た
。
結
局
、
日
本
側
は
、
此
の

間
の
仏
儀
の
主
彊
を
、
書
翰
に
て
提
潤
す
る
よ
う
求
め
、
そ
れ
に
組
す
る
返
翰

を
渡
す
旨
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
総
領
事
は
其
の
場
で
書
翰
を
提
繊
し
、
写
譜
は

ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
に
て
、
仏
側
受
領
使
に
渡
さ
れ
争
い
旨
を
述
べ
て
引
取
つ

た
。
事
の
急
に
驚
い
た
日
本
傭
は
直
ち
に
英
領
藥
を
呼
び
出
し
、
右
の
仏
側
と

の
交
渉
経
過
を
説
明
し
た
。
こ
の
事
情
か
ら
出
立
（
予
定
は
朝
五
ッ
半
ご
ろ
。
）

が
お
く
れ
、
午
後
宿
…
舎
を
引
払
っ
て
い
る
。
し
か
も
午
後
九
時
に
ア
レ
キ
サ
ン

ド
リ
ア
に
待
書
し
て
い
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
号
に
塔
棄
し
た
時
、
今
度
は
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
及
び
艦
長
か
ら
、
英
国
政
府
の
決
定
と
し
て
、
械
仏
へ
先
渡
駄
の
旨
を
報
ら

さ
れ
、
種
々
説
明
を
受
け
て
い
る
。
結
局
午
前
の
仏
総
領
事
へ
の
日
本
鶴
主
張

は
、
根
拠
を
失
っ
た
形
で
、
か
つ
仏
の
主
張
通
り
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
一
応
返
翰
を
草
し
た
が
、
仏
側
も
こ
の
決
定
を
知
っ
た
た
め
か
受
領

使
も
来
な
い
の
で
、
マ
ル
タ
在
紹
仏
領
事
に
、
右
返
翰
を
渡
す
こ
と
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
軍
側
か
ら
「
英
国
先
渡
偏
案
を
出
し
た
た
め
の
紛
糾
で
、
当
初
か
ら

の
予
定
通
り
「
仏
国
先
渡
」
に
落
着
し
た
訳
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
二
十
八
日
、
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マ
ル
タ
着
港
に
際
し
、
駐
在
仏
領
事
か
ら
、
今
度
は
、
仏
政
府
の
羅
本
使
節
歓

迎
手
筈
未
整
備
の
電
報
が
あ
っ
た
と
の
理
由
で
、
　
「
英
国
先
渡
」
を
申
し
入
れ

た
。
日
仏
議
論
の
応
酬
が
数
回
繰
り
返
さ
れ
、
翌
日
午
前
も
ま
た
談
判
決
着
せ

ず
、
約
に
よ
る
夕
刻
（
仏
領
事
は
本
瞬
よ
り
の
決
定
を
夕
刻
に
は
受
領
す
る
見

込
み
あ
る
故
、
暫
く
猶
余
を
超
し
入
れ
て
い
た
。
）
に
も
、
仏
領
事
は
単
に
、

本
国
政
府
よ
り
の
命
令
も
無
い
と
の
故
を
も
つ
て
以
後
の
談
判
打
切
り
と
、
唯
、

使
節
一
行
の
ロ
ン
ド
ン
へ
の
先
渡
を
欲
す
る
旨
を
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
対
し
て

伝
え
て
来
た
。
日
本
側
と
し
て
は
進
退
に
窮
し
、
翌
三
月
．
一
日
に
、
仏
領
事
を

さ
ら
に
呼
ぶ
予
定
と
し
た
と
こ
ろ
、
一
日
に
は
又
々
変
転
し
て
、
仏
政
府
に
て

使
節
入
来
を
待
つ
の
旨
を
、
人
を
介
し
て
伝
え
て
来
た
。
翌
二
日
に
至
り
仏
領

華
は
、
　
「
本
國
政
府
は
愈
々
日
本
使
節
を
待
ち
受
け
、
マ
ル
セ
ー
ユ
翰
墨
迎
え

の
係
官
を
派
遣
し
て
恥
く
」
旨
の
電
報
雷
を
持
参
し
て
い
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、

之
ま
た
当
初
の
予
定
通
り
に
落
着
し
た
琳
と
な
る
。

　
こ
の
一
連
の
経
緯
は
、
人
に
よ
り
解
釈
に
相
違
が
あ
ろ
う
。
使
節
一
行
が
、

途
中
に
お
い
て
「
仏
繭
先
渡
偏
に
変
更
し
た
点
に
根
本
原
因
が
あ
り
、
爾
後
連

鎖
麹
に
齪
齢
が
生
じ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
潮
っ
て
使
節
の
目
本
出
発
荊
、

既
に
仏
と
の
闘
に
な
ん
ら
か
の
黙
契
が
あ
っ
た
と
推
察
せ
ざ
る
を
得
ぬ
観
が
あ

る
。
し
か
も
、
仏
語
の
マ
ル
タ
駐
准
領
事
に
よ
る
「
英
國
先
渡
申
し
入
れ
」
は
、

い
わ
ば
大
い
に
「
ぎ
こ
ち
な
さ
」
を
感
じ
取
れ
る
。
使
節
一
行
の
「
仏
聖
先
渡
」

を
、
承
知
し
て
い
た
筈
で
あ
る
し
、
百
歩
を
譲
っ
て
も
、
こ
の
紛
糾
の
前
半
部

（
二
十
四
碁
立
ま
で
。
）
の
経
緯
に
よ
り
、
仏
政
府
に
殆
ん
ど
決
定
酌
に
見
え
た

「
英
瞬
先
渡
」
へ
の
予
定
変
更
が
結
果
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
し
て
．
そ
れ

が
、
使
節
マ
ル
タ
着
港
以
後
、
正
味
二
昼
夜
余
の
「
時
間
を
稼
ぐ
」
こ
と
に
よ

り
逆
転
し
、
歓
迎
準
備
が
整
っ
た
無
実
を
考
え
れ
ば
、
余
程
の
偶
然
的
理
由
以

外
に
推
定
の
余
地
が
な
い
。
こ
こ
に
、
な
ん
と
し
て
も
日
本
側
の
外
交
的
朱
熟

さ
が
示
さ
れ
、
ま
た
当
時
の
仏
骨
外
交
の
一
論
意
－
す
な
わ
ち
ナ
ポ
レ
オ
ン

三
世
（
一
。
。
刈
O
失
脚
。
）
の
、
国
内
人
心
収
蟹
に
焦
慮
す
る
こ
と
か
ら
海
外
に
事

を
構
え
ん
と
の
野
心
を
反
映
し
た
、
仏
官
憲
の
態
度
を
見
得
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
強
大
な
海
軍
力
と
い
う
背
最
を
持
つ
英
が
、
前
述
の
如
く
ア
ジ
ア
へ
の
進
患

を
確
実
に
進
め
た
の
に
対
し
て
、
陸
軍
撫
仏
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
出
現
以

来
、
急
激
に
軍
量
的
活
動
を
活
澄
化
し
、
英
の
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
に
対
し
て
、

緩
衝
国
シ
ャ
ム
を
挾
ん
で
、
東
方
の
イ
ン
ド
シ
ナ
に
触
手
を
伸
ば
し
て
い
る
。

そ
し
て
あ
た
か
も
日
。
。
露
は
、
仏
の
イ
ン
ド
シ
ナ
経
略
早
々
の
時
期
で
あ
っ
た
。

（
サ
イ
ゴ
ン
陣
G
。
紹
仏
領
。
日
本
使
節
一
行
は
帰
朝
の
途
次
、
仏
艦
エ
コ
ー
母

に
よ
り
、
サ
イ
ゴ
ン
付
近
の
サ
ソ
・
ジ
ャ
ッ
ク
岬
に
寄
港
し
て
い
る
。
）
仏
の
幽
果

進
勢
力
は
、
そ
の
後
の
イ
ン
ド
シ
ナ
経
営
、
中
国
へ
の
進
出
、
さ
ら
に
下
っ
て

は
い
わ
ゆ
る
三
国
干
渉
に
見
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
莫
仏
二
大
勢
力
の
対
抗
は

明
由
な
事
実
で
あ
る
が
、
前
記
「
英
仏
先
後
渡
」
の
事
件
も
、
些
末
の
こ
と
な

が
ら
こ
の
観
点
か
ら
考
え
ら
れ
は
せ
ぬ
か
。
1
9
世
紀
の
ア
ジ
ア
へ
の
植
畏
競
争
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の
三
大
勢
ヵ
英
仏
露
が
、
丁
寧
の
国
日
本
に
南
北
か
ら
造
出
し
来
っ
た
形
勢
を

思
え
ば
、
砦
末
な
ト
ラ
ブ
ル
で
は
あ
っ
て
も
、
．
永
い
鎖
属
の
後
の
最
初
の
日
本

使
節
を
闘
に
挾
ん
で
、
相
互
に
作
為
的
な
も
の
が
感
ぜ
ら
れ
は
せ
ぬ
だ
ろ
う
か
。

使
節
送
迎
を
そ
れ
ぞ
れ
、
往
路
－
英
艦
、
復
路
－
仏
艦
と
協
定
し
た
こ
と

な
ど
も
、
ま
た
両
国
の
競
争
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
ア
ジ
ア
進
出
に
、

英
の
「
後
手
に
廻
っ
た
し
仏
が
、
そ
の
後
の
使
節
一
行
を
当
時
パ
リ
第
一
の
ホ

テ
ル
に
滞
在
せ
し
め
、
歓
迎
の
儀
も
華
や
か
に
行
な
う
な
ど
、
霊
殿
に
派
乎
に
、

総
屯
使
節
一
行
に
対
し
、
英
の
そ
れ
ら
と
対
比
さ
せ
る
か
に
し
向
け
な
が
ら
、

最
初
の
調
印
は
行
な
っ
て
い
な
い
（
調
印
、
6
2
・
1
0
・
2
の
再
論
の
折
。
）
。
一

方
英
に
お
い
て
は
、
使
簸
に
対
し
て
は
、
い
わ
ば
「
常
に
か
わ
ら
ぬ
扁
接
遇
で

あ
り
、
し
か
も
開
港
論
市
延
期
を
訟
即
し
て
、
倫
敦
覚
書
調
製
（
6
2
・
6
・
6
）

の
は
こ
び
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
延
期
承
認
の
代
替
と
し
て
、
英
国
産
物
へ
の

闘
税
減
少
と
い
う
、
後
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
成
果
を
獲
得
し
た
。
さ
ら
に

調
印
直
後
に
交
渉
残
件
（
対
馬
問
題
に
つ
ぎ
、
松
平
主
張
に
よ
る
。
）
　
に
つ
い

て
会
談
を
申
し
入
れ
た
の
に
対
し
て
は
、
　
「
分
挟
の
意
を
告
し
上
は
扁
と
し
て

「
衝
曙
談
判
は
一
切
断
り
」
の
返
書
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
仏
英
の
態
度
そ
れ

ぞ
れ
に
も
、
前
記
の
ト
ラ
ブ
ル
の
経
過
と
通
じ
る
も
の
が
感
ぜ
ら
れ
よ
う
。
使

節
一
行
と
し
て
は
、
こ
れ
等
の
体
験
に
よ
っ
て
さ
ら
に
国
際
情
勢
の
器
財
、
と

く
に
英
の
雲
鳥
に
満
ち
た
態
度
と
仏
の
対
英
競
争
的
態
度
へ
の
理
解
が
深
め
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

か
く
し
て
三
月
五
罰
（
4
・
3
）
、
一
行
は
マ
ル
、
セ
ー
ユ
港
に
到
着
し
た
。

晶IN

　
遣
米
使
節
の
場
合
と
異
な
り
、
遣
欧
使
節
一
行
三
十
八
名
が
、
古
い
歴
史
を

持
ち
、
当
時
世
界
を
牛
耳
る
態
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
六
簡
国
を
巡
行
し
た
こ
と
は
、

そ
れ
ら
の
国
々
の
ア
ジ
ア
へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
時
期
だ
け
に
、
直
接
的
に
は

帰
朝
後
の
幕
府
外
交
に
、
そ
し
て
明
治
新
政
府
の
そ
れ
に
、
さ
ら
に
大
き
く
町

本
の
歴
史
の
方
向
に
、
如
何
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
以

後
の
幕
府
外
交
は
仏
に
依
存
す
る
傾
向
を
持
ち
な
が
ら
も
、
英
と
の
均
衡
に
腐

心
す
る
点
な
ど
、
あ
る
い
は
留
学
生
派
遣
や
物
資
購
入
（
例
え
ば
製
鉄
所
建
設

資
材
．
）
な
ど
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
輔
翼
の
風
潮
の
熾
烈
化
す
る
準
面

で
は
、
早
く
も
使
節
帰
園
の
翌
年
の
文
久
三
年
五
月
長
州
藩
土
井
上
聞
多
、
伊

藤
俊
輔
…
等
が
幕
禁
を
犯
し
て
英
国
へ
留
学
し
て
い
る
。
ま
た
翌
慶
応
元
年
の
森

金
之
丞
（
有
礼
）
等
の
薩
摩
藩
士
、
同
二
年
の
肥
前
藩
士
馬
渡
八
郎
等
の
岡
様

の
行
動
は
、
遣
欧
使
節
随
員
の
顔
ぶ
れ
と
見
較
べ
る
時
、
決
し
て
無
縁
の
も
の

と
は
思
わ
れ
な
い
。
幕
府
霞
体
に
お
い
て
も
、
慶
応
二
年
に
派
英
留
学
生
の
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
幕
臣
の
子
弟
の
中
に
は
、
箕
作
の
二
子
が
入
っ
て
お
り
、

又
、
福
沢
の
弟
の
名
も
見
え
る
。
幕
府
に
と
り
こ
れ
ら
の
人
々
は
直
接
役
立
た

な
か
っ
た
が
、
前
記
諸
藩
の
士
等
と
共
に
、
維
新
後
、
薪
政
府
…
の
建
設
事
業
各

般
に
わ
た
り
、
多
大
の
貢
献
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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were　＄lays．　・．But　if．　the　teasrn　“Sac　qaliba．　．”　were　applie．d．　to．　the　Slays

only，　lbn－Khurdadhbih’s　descrlption　is　contradictory　to　that　of　the

other，　Arabic　writers，　．　such　as　e．g．　・lbn－Fadhlac　n，　lbp－Rustsc，　Mas’udi・，．

al－lstakhrl，　Gardezi，　etc．’ @ln　this　case　we　could　not　regard　Khurdad－

hbih　as　a　credlble　source．　Ahd　if　that　term　had　a　wider　meariing．，

we　cottld　not　prove　by　this　1〈hnrdadhbih’s　description　thac　t　the　Rus’

were　equal　to　the　Slaves．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム

Some　Remarks　on　the“Shibata　Tafeenaha　Okδ

　　　　　　　　　　　．〈Xissai柴田剛中欧行M載f’

　　　　　　　　by

Susumu　Kimizul〈a

　　In　ord6r　to　postpone　the　foreigner’s　residing　period　in　Edo　江二戸

and　Osaha　and　to　open£he．ports　of　Niigata　新潟　an（i　理y匁。　兵庫，

the　pafty，　Ieaded　by〕rasunori　Taheuchi竹内保徳，　was　sent　to　the

six　cottntries　in　Europe，　such　as　France，　England，　Holland，　Prussia，

Russia　and　Portugal，’　from　1862　to　1863；　this　meant　the　fu’st　travel

to　．　Europe　afSer　a　long　pational　isolatlon　and　the　lmportant　mlssion

of　investlgating　the　condition　of　these　cottntries　with　which’our　cottn－

try　had　many　diplornatic　problenis．

　　Accordi＃g　to　the　diary　of　Takenaha　Shibata，　chief　attendant，　we

can　divide　their　whole　travel　into　iour　parts，　（1）　the　outward　travel，

（2）　the　round　tr4vel　of　the　five　countries　beside　／Portugal，　（3）　teT

entrance　into　Prussia　aRd　Fvance，　and　（4）　the．re．Yurn　travel．　This

article　treats　the　section　（1）　the　out’W’　ard　travel．　After　the　salling

from　Edo　江戸　　on　J’anuary　21st，　through　Nagasafei　長崎㌧　they

stayed　for　a　week　in　Hong　Kong　to　investigate　conditions　there，　this

long　stay　whig．h　was　under　．the　infitience　of　the　Civi1　war　in　America．．．

And　then，　passing　Singapore　at　first　and　other　points　for　the　English

advance　to　Asia，　through．　Egypt　of’　the　then　Tarkish　territory（tmder

the　co葺s蜘。㌻ion．　of　Suez　Canal），癒ey　reached　Marseilles　on　Apri1

3td．　On　the　way　they　investlgated　in　Singaporg．　they　investlgated

the　Boxer　Rebellion　and　i・n　Egypt　and　Malta　somae　trouble　happened

（’976　），



between　Franee　and　ffngland　about　the　problem　whether　first　landing

place　should　be　France　or　England．　Throttgh　lthese　experiences

they　had　their　international　sense　more　irnproved，

（　975　）


